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 ① ナノバイオインテグレーション研究拠点の目標

 ② 研究拠点方策（１）：異分野融合の促進

 ③ 研究拠点方策（２）：研究プラットフォーム構築

 ④ 研究拠点方策（３）：融合分野人材育成

 ⑤ 研究拠点方策（４）：技術の開発軌道への移転

 ⑥ 今後の課題と海外拠点の事例紹介
 ⑦ ナノバイオ振興提言（１）：開放型研究施設
 ⑧ ナノバイオ振興提言（２）：分野横断型研究システム
 ⑨ ナノバイオ振興提言（３）：人材育成の方策
 ⑩ ナノバイオ振興提言（４）：グローバル連携

 ⑪ ナノバイオ振興提言（５）：プロジェクトマネジャー

 ⑫ ナノバイオ研究イニシアティブの提案
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　　　　研究拠点テーマ：「ナノバイオ・インテグレーション」

生体の作動原理の活用や分子・細胞のデバイス
内へのインテグレートによるマルチ機能の実現

（Nanobio Synthesis)
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生体構造・機能のナノ
スケールでの理解

(Nanobio Analysis)
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・生体の構造と機能をナノスケールで理解し、その作動原理を創り込ん・生体の構造と機能をナノスケールで理解し、その作動原理を創り込ん
　だ　だナノマシンの構築ナノマシンの構築
・生体分子・細胞等の生体構成要素を、その機能を制御した状態でインテ・生体分子・細胞等の生体構成要素を、その機能を制御した状態でインテ
      グレートする方法論の創出グレートする方法論の創出

ナノバイオ・インテグレート
デバイス

分子・細分子・細
胞・ナノマ胞・ナノマ
シンのデバシンのデバ
イス内インイス内イン
テグレーテグレー
ションション
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研究拠点テーマ：「ナノバイオ・インテグレーション」
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精密合成マテリアルのナノアッセンブリー

センシング/プロセシング/オペレーション
機能を備えた超分子ナノデバイス

標的細胞認識機能

細胞内動態・応答
制御機能

細胞内環境
低pH
高GSH濃度
特異的シグナル伝達系
(例:TK)の活性化

細胞内特異環境の検出
（センシング）

時間と位置を制御した
動的構造変化の惹起
（プロセシング）

遺伝子

薬剤

酵素活性
の発現

目的機能の発現
(オペレーション) in vivo

イメージング

薬剤機能発
現の時空間
制御

細胞内サー
ジェリー

基礎生物学への
貢献(in vivo生
物学）

癌をはじめとする
難治性疾患の診
断・治療

細胞機能の改変、
分化誘導

再生医療、細胞治
療への展開

超分子ナノデバイスによる生体内マニファクチャリング
血流中での安定性（ステルス機能）

トランスサイトーシスの利用

血管内皮
細胞

標的
細胞血管内

組織移行・浸透
機能

標的細胞

血管内

EPR効果の利用

物理エネルギー（光など）
による動態・応答制御
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生体内での構造ー機能
相関の検証

明確なアウトプット
の提示

精密材料合成技術を基盤
とするナノデバイス構築
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図7.3　エレクトロ
二クスパラダイムの
構成
　　出典：弘岡正明
「技術革新と経済発
展」日本経済新聞社
(2003)

図7.6　エレクトロ
二 ク ス の ベ ン
チャー起業化のタ
イミング
出典：弘岡正明、
「技術革新と経済
発展」日本経済新
聞社(2003)

イノベーションのタイミング計測と産業展開（弘岡正明）
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拠点ミッション３
異分野融合による新たなシーズ発見

拠点ミッション１
異分野融合によるシーズ展開の加速

拠点ミッション２
迅速なトランスレーショナル研究

6



異分野融合による新たなシーズの発見と展開
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宮園 Miyazono

合計66件
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装置の共有化による研究の加速

これはイメージ図です

1) ２光子共焦点レーザー顕微鏡

使用状況(08/2/13現在)
登録人数　97名 使用実績　366回
講習会　6回

Carl Zeiss
LSM510 META

2光子レーザー
スペクトル
分光解析
ユニット(META)
搭載

培養室 動物施設

インターネットを介した
装置の予約システム

２) 培養室・動物施設・その他 (1,800m2)

フローサイトメーター (登録者 69名)
マイクロCT (登録者 43名)
凍結ミクロトーム (登録者 32名)
リアルタイムPCR (登録者 18名)　など

３) 装置管理体制

ICカードによる
装置の鍵の管理

ナノキャリアの浸透性に関する組織学的評価

DDSの新しい局面

110nm 65nm 30nm

ステルスリポソーム 高分子ミセル

T：
がん
細胞

TGF-β阻害剤あり TGF-β阻害剤あり TGF-β阻害剤なし
ナノキャリアの組織浸透性におけるサイズ
の重要性
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ヒト膵がんモデル
(BxPC3)に対する

治療効果
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